
　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若

年
者
公
共
職
業
訓
練
（
職
場
実
習

付
）「
パ
ソ
コ
ン
実
務
会
計
科　

山

鹿
コ
ー
ス
」
の
実
施
に
伴
い
、
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）
に
求
職
申
込
を
し
た
35
歳
以
下

の
離
職
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
再

就
職
に
有
利
に
な
る
よ
う
各
地
域
の

専
門
学
校
等
を
利
用
し
て
職
業
訓
練

を
実
施
し
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し

て
い
る
職
業
に
必
要
な
知
識
・
技
能

を
習
得
で
き
る
よ
う
応
援
を
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
入
学
金
お
よ
び
受
講
料
は

無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
や
そ
の

他
の
経
費
と
し
て
、
１
７
、０
０
０

円
程
度
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

募
集
期
間

　

７
月
14
日（
月
）〜
７
月
31
日（
木
）

訓
練
期
間

　

９
月
３
日
（
水
）

〜
平
成
21
年
１
月
28
日
（
水
）

訓
練
会
場　

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ

コ
ン
ス
ク
ー
ル
山
鹿
校
（
山
鹿
市
鹿

央
町
持
松
１
５
９
‐
２
）

申
し
込
み
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

☎
（
24
）
８
６
０
９

問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー
委
託
訓
練
係

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
０
３
９
４

　

豪
雨
な
ど
で
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
国
や
市
の
補
助
事
業
で
復
旧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
国
庫
災
害
復
旧
事
業

　

農
地
（
田
畑
）
お
よ
び
農
業
用
施

設
（
農
道
や
水
路
な
ど
）
で
事
業

費
が
40
万
円
以
上
の
も
の
が
対
象
で
、

地
元
（
受
益
者
）
負
担
が
あ
り
ま
す
。

基
本
負
担
率

•
農
地
の
場
合

　

地
元
負
担
40
％
、国
庫
補
助
50
％
、

市
補
助
10
％

•
農
業
用
施
設
の
場
合

　

地
元
負
担
20
％
、国
庫
補
助
65
％
、

市
補
助
15
％

②
菊
池
市
小
災
害
復
旧
事
業

　

国
庫
災
害
の
対
象
と
な
ら
な
い
箇

所
に
つ
い
て
、
事
業
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

•
農
地
（
田
畑
）
の
場
合

　
　

一
箇
所
の
工
事
費
が
５
万
円
以

上
10
万
円
以
下
の
も
の
で
、
３
分

の
１
の
額
を
補
助

•
農
業
用
施
設　
（
農
道
や
水
路
な

ど
）
の
場
合

　
　

一
箇
所
の
工
事
費
が
５
万
円
以

上
40
万
円
以
下
の
も
の
で
、
２
分

の
１
の
額
を
補
助

※
①
・
②
ど
ち
ら
か
の
事
業
で
復
旧

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
区
長

さ
ん
の
取
り
ま
と
め
に
な
り
ま
す

の
で
、
災
害
発
生
後
３
日
以
内
に

災
害
箇
所
の
属
す
る
区
長
さ
ん
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

現
地
確
認
な
ど
を
し
て
、
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
区
長
さ
ん
へ
の
連
絡
は
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

被
災
箇
所
、
被
災
種
別
（
田
・
畑
・

農
道
・
水
路
な
ど
）、
被
災
規
模
（
延

長
・
高
さ
・
幅
な
ど
）、
耕
作
者
名
、

代
表
者
名
、
電
話
番
号

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
整
備
課
農
林
工
務
係

　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

豪
雨
な
ど
で
自
宅
裏
山
な
ど
の
崖

崩
れ（
災
害
）が
発
生
し
た
場
合
、県
・

市
の
補
助
事
業
で
復
旧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
①
・
②
・

③
の
用
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

「
単
県
治
山
事
業
」
採
択
用
件

①
公
共
施
設
（
老
人
福
祉
施
設
な
ど

を
含
む
）、
人
家
２
戸
以
上
、
農

業
用
排
水
施
設
お
よ
び
農
地
で
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
い
ず
れ
か
が

保
全
対
象
で
あ
る
こ
と
。

②
事
業
費
１
０
０
万
以
上
で
あ
る
こ

と
。

③
事
業
費
に
対
し
20
％
の
受
益
者
負

担
金
を
納
め
る
こ
と
。

　

単
県
治
山
事
業
で
復
旧
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
各
区
長
さ
ん
の
取
り

ま
と
め
に
な
り
ま
す
の
で
、
災
害
発

生
後
３
日
以
内
に
災
害
箇
所
の
属
す

る
区
長
さ
ん
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
現
地
確
認
な
ど
を
し
て
、

負
担
金
の
支
払
い
に
対
す
る
同
意
書

な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
区
長
さ
ん
へ
の
連
絡
は
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

被
災
箇
所
、
保
全
対
象
（
公
共
施

設
・
人
家
・
用
排
水
施
設
・
農
地
）、

被
災
規
模
（
延
長
・
高
さ
・
幅
な
ど
）、

地
権
者
名
、
電
話
番
号

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
整
備
課
農
林
工
務
係

受験資格
○高卒程度
　昭和 59年４月２日から平成３年４月１日までに
生まれた者
○短大卒程度
　昭和 57年４月２日から平成元年４月１日までに
生まれた者
○大卒程度
　昭和 55年４月２日から昭和 62年４月１日まで
に生まれた者

自
宅
裏
山
な
ど
で
災
害
が

発
生
し
た
ら
補
助
事
業
で

復
旧
が
で
き
ま
す

　菊池市内で、畜産農家の飼料高騰、里山付近でみられる耕
作放棄地問題などの対策として、放牧に取り組もうとする畜
産農家に対し、未利用地の活用、労働力の省力化、規模拡大
の促進を目的に補助金を交付します。
交付対象者　菊池市在住で畜産業を営む者で、放牧予定地は
菊池市管内とします。
補助金の額・対象経費　放牧を行うために要する経費とし、
50万円を限度とし、予算の範囲内で交付します。
問い合わせ先　農林振興課畜産係

　菊池市内で、イノシシなど野生動
物による農林作物被害を防止するため、
生産者に対し電気牧柵設置費用の一部
を補助し、農林業生産の安定化を図る
ことを目的としています。
交付対象者　菊池市在住者で、イノシ
シなど野生動物による農林作物への被
害が顕著である農地・林地の所有者お
よび耕作者。
補助対象経費　電気牧柵を新設するた
めに要する経費とし、電気牧柵器本体、
外柵用部材（支柱、絶縁ガイシ、柵線）
および周辺部材（検電器、巻取器）の
資材費とします。
補助金の額
○個人の場合･･･事業費の１/３以内
○団体の場合･･･事業費の１/２以内
　個人・団体ともに１申請箇所あたり
５万円を限度とし、千円未満切捨てと
します。
問い合わせ先　農林振興課林政係

菊池市獣害防止対策事業
を新設しました

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

菊池市型家畜放牧モデル事業を新設しました

　平成 20年度菊池広域連合消防
本部消防職員の採用試験を次の要
領で行います。
職種　消防
業務内容　消防業務
受験資格　昭和 59年４月２日か
ら平成３年４月１日までに生まれ
た者
試験の内容　第１次試験（筆記試
験）高校卒業程度
試験日　９月 21日（日）
受付の期間　
７月 28日（月）～８月 15日（金）
※土曜日、日曜日を除く
問い合わせ先
　菊池広域連合消防本部総務課
　☎ 096（232）9331

自衛官募集案内菊池広域連合
消防職員を募集します

募集職種・区分および採用予定者数
程　　度 職　　種 採用予定者数

高卒程度
一般事務 ２名程度
介護士 ３名程度

短大卒程度
管理栄養士 １名程度
看護師 ２名程度

大卒程度
行　政 ６名程度
建　築 １名程度

応募要領
募集種目 受付期間 試験日 受験資格

航空学生
海・空（男・女）

８月１日
～９月10日

１次：９月23日
２次：10月18日

～23日
３次：11月15日

～12月12日

高卒（見込含）
21歳未満の者

一般曹候補生
陸・海・空（男・女）

８月１日
～９月10日

１次：９月20日
２次：10月９日

～16日

18歳以上
27歳未満の者

２
等
陸
・
海
・
空
士

平成21年
３・４月採
用陸・海・
空士

男子 ８月１日
～９月10日

筆記試験
９月20日
口述試験・身体検
査　９月25日

～10月２日
18歳以上
27歳未満の者

女子 ８月１日
～９月10日

筆記試験、口述試
験　９月28日
身体検査
　９月29日

陸海空士 男子 年間を通じて行っています
受付時にお知らせ
します

問い合わせ・申し込み先
　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎（24）2772

　昭和 62年４月２日以降に生まれた者で次に掲げ
るもの
ア　大学を卒業した者または平成 21年３月末ま
でに大学を卒業する見込みの者

イ　菊池市長がアに掲げる者と同等の資格がある
と認める者

受付期間　７月 28日（月）
～８月 15日（金）まで※土日を除く

試験日
○一次　９月 21日（日）　県立翔陽高校試験会場
○二次　10月下旬（予定）菊池市役所
申込書の請求
　申込用紙は、菊池市役所　職員課（本庁）および
各総合支所　総務振興課に用意しています。
※詳細は、菊池市役所本庁および各総合支所掲
示板、公式ホームページに掲載します。（ホー
ムページアドレス :http://www.city.kikuchi.
kumamoto.jp/）
問い合わせ・申し込み先　職員課

平成19年発生の農地災害

菊池市職員を募集します 平成20年度菊池市職員採用試験
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